
府中市市民協働推進行動計画（平成３０年度～令和３年度）　進行管理シート

進捗状況 実績 次年度へ向けた取組 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組 備考 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組 備考 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組

推進方策１ 市民の協働に対する意識の醸成

目標（１）市民協働に関する効果的な啓発・PR活動の推進

1 協働推進課

市民協働の理念や市の取組
について、広く市民にお知ら
せするとともに、今後の取組
や活動につなぐことができる
よう、シンポジウムを開催しま
す。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

市民協働推進月
間に合わせ、府中
グリーンプラザに
おいて、株式会社
studio-L代表の山
崎氏による基調講
演と、府中市内で
実際に活躍されて
いる自治会やNPO
団体、学生、事業
者等、多様なパネ
リストと山崎氏に
よるパネルディス
カッションを実施し
た。
【参加者数】213人

アンケート結果等
市民ニーズを踏ま
え、体験型のシン
ポジウム等、内容
の充実を検討す
る。

計画通り
に進んで
いる

市民協働推進月
間に合わせ、ルミ
エール府中におい
て、株式会社エン
パブリック代表の
広石氏による基調
講演と、これから
の府中に必要な
取り組みや自分た
ちに出来ることを
考えるワークショッ
プを実施した。

【参加者数】108人
【参加者満足度】
講演90％、
WS100%、展示79%

講師からの資料
が事業当日の昼
であり、資料の配
付等参加者対応
が後手となってし
まったため、講師
との調整やスケ
ジュール管理等改
善の余地が残っ
た。

市民協働まつりと
一体感をもって実
施していくため指
定管理者事業に
移行し、市民活動
センタープラッツ
の開館記念と併せ
て年２回開催す
る。

計画通り
に進んで
いる

市民協働推進月
間に合わせ、市民
活動センターにお
いて、株式会社
AzMama代表取締
役の甲田氏による
基調講演と、府中
市内で実際に活
躍されているNPO
団体、市長をパネ
リストとして迎え、
甲田氏によるパネ
ルディスカッション
を実施した。

【参加数】121人
【参加者満足度】
講演88％、パネル
ディスカッション
78％

開催日時の設定
が参加対象者に
合っておらず、参
加率が低い結果と
なった。

参加対象者に合
わせた開催ができ
るよう、早期に施
設予約を行う。
市内の身近な協
働事例の掘り起こ
しと団体との関係
づくりを行う。

平成29年度より指
定管理者業務に
移管

計画通り
に進んで
いる

市民協働推進月
間に合わせ、市民
活動センターにお
いて、産業能率大
学経営学部教授
の中島氏による基
調講演と、「福祉」
「まちづくり」「青少
年」と異なる分野
で活動されている
3名の府中市民を
パネリストとして迎
え、中島氏による
パネルディスカッ
ションを実施した。
また、シンポジウ
ム終了後、登壇者
と希望者による懇
親会を実施した。

【参加者数】137名
【参加者満足度】
講演79％、パネル
ディスカッション
83％

登壇者の確定が
遅れ、広報活動の
スケジュールに影
響した。
パネルディスカッ
ションの事前打合
せが十分ではな
かった。

参加対象者に合
わせた開催ができ
るよう、早めに会
場を確保する。
また、連絡を密に
取り合い、内容に
ついての協議、登
壇者へのアプロー
チを早めに行うと
ともに、スムーズ
に広報活動を行
う。

協働推進係

2 協働推進課
文化生涯学
習課

市民や各活動団体等の要請
に応じ、市が目指す市民協働
の理念や取組状況等につい
て、市職員が講師となって情
報提供を行う出前講座を積極
的に実施します。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

出前講座のメ
ニューに「市民協
働について」を掲
載し、市民から要
請のあった場合、
講座を実施するこ
とができるよう対
応した。
【講座要請数】０回

継続して出前講座
のメニューに掲載
するとともに、市
ホームページのコ
ンテンツを新たに
作成し、積極的な
周知を図る。

計画通り
に進んで
いる

継続して出前講座
のメニューに掲載
するとともに、市
ホームページのコ
ンテンツを作成し
た。
【講座要請数】０回

取組の認知度の
向上。

出前講座自体の
活用状況を把握
するとともに、提案
型協働事業のPR
チラシへの掲載や
協働に関する事業
等で積極的に周
知を図る。

計画通り
に進んで
いる

提案型協働事業
のPRチラシへの
掲載や協働に関
する事業等で積極
的に周知を図っ
た。
【講座要請数】１回

取組の認知度の
向上。

引き続き、出前講
座自体の活用状
況を把握するとと
もに、提案型協働
事業のPRチラシ
への掲載や協働
に関する事業のほ
か他課に働きかけ
を行うなど積極的
に周知を図る。

計画通り
に進んで
いる

提案型協働事業
のPRチラシへの
掲載や協働に関
する事業等で積極
的に周知を図っ
た。
【講座要請数】１回

取組の認知度の
向上。

引き続き、出前講
座自体の活用状
況を把握するとと
もに、提案型協働
事業のPRチラシ
への掲載や協働
に関する事業のほ
か他課に働きかけ
を行うなど積極的
に周知を図る。

協働推進係

3 協働推進課 関係課

市内の各活動団体等の様々
な協働事例から、ノウハウや
成果等を学ぶとともに、実務
の手引にもなる事例集を作成
します。

発行 発行 発行 発行
計画通り
に進んで
いる

次年度の発行に
向けた検討を行っ
た。

発行に向け、協働
相手とともに掲載
内容等の協議を
行い、作成する。

計画通り
に進んで
いない

組織改正に伴い
発行を平成29年4
月とした。
【作成部数】
1,000部

指定管理者事業
に移行するため、
掲載事業等より一
層の情報共有が
必要となる。

SNSを活用し、協
働事業を随時紹
介いただくととも
に、年度末に取組
をまとめた形で事
例集として発行い
ただく予定。

次年度へ向けた
取組については、
指定管理者との打
合せで提案があっ
たものであるが、
口頭でのやり取り
であったため、今
後打合せの中で
確認をしていく。

計画通り
に進んで
いる

28年度に作った事
例集をプラッツHP
にリンクを貼って
紹介。また、それ
以外の事例につ
いてもプラッツの
機関誌やSNSや
HPを活用し、少し
ずつ紹介をして
いっている。

28年度に作成した
紙版の残数が少
なく、配布ができな
い。新規に取材・
紹介をしていって
いるが、事例が少
ない。

事例の掘り起こ
し。

平成29年度より指
定管理者業務に
移管

計画通り
に進んで
いる

プラッツのHP・
SNS等で協働の事
例を少しずつ紹介
していっている。

配布活用できる紙
版がないので、ア
ピールが弱い。

紙媒体の更新に
向け、事例のス
トックと取材や編
集に協力してもら
える人材の育成に
ついて検討。

市民活動センター

目標（２）新たに協働に取り組もうとする市民への参加の機会づくり

4 協働推進課

これまで、意欲はあっても公
益的な活動や協働事業に参
加する機会がなかった市民
や、これらの取組に参加した
いという意欲のある若い世代
を対象とした講座や講演会な
どを開催します。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

次年度の実施に
向けた検討を行っ
た。

次年度の試行実
施に向け、内容や
講師等についての
協議を進めてい
く。

計画通り
に進んで
いる

市民協働・ボラン
ティアの1stステッ
プ講座として、
NPO法人府中市
民活動支援セン
ターの林氏を講師
とし、協働の必要
性や地域への波
及効果、協働事例
に関する座学及び
協働事業の体験・
見学ツアーなど、2
期3コマ開催した。
【参加者数】前期
10人・後期10人
（計20人）
【参加者満足度】
100%

ターゲット層とし
て、初心者を想定
していたが、すで
に市民活動に取り
組んでいる方の参
加が多数あった。
参加者満足度は
高いものではあっ
たが、対象と参加
者のミスマッチが
あったため、事業
内容等の見直しの
余地がある。

指定管理者事業
に移行し、市民活
動に取り組む市民
の拡充を図るとと
もに、すでに市民
活動に取り組んで
いる市民に協働を
理解いただけるよ
うな講座を引き続
き開催する。

平成29年度より協
働推進課へ事務
移管

計画通り
に進んで
いる

①市民活動入門
講座を開催した。
・「まちに踏み出
す！ボランティア」
16名
・「おいしいでつな
げよう！まちづくり
の輪」16名
・「男の市民活動
入門」14名
・「あなたのスキル
が街を変える」24
名
②講演会を開催し
た。
・「外遊びの楽しさ
再発見！゛冒険遊
び場”ってなぁ
に？」50名
・ﾄｰｸｾｯｼｮﾝ「閉ざ
された心が開くと
き～少年たちへの
アプローチから見
えること～」150名

①入門講座は、単
発の講座の繰り返
しでは実際の活動
への足掛かりとし
ては限界がある。

②講演会は、社会
課題の啓発、活動
への参加のきっか
けとして有効であ
るので、様々な
テーマでの開催が
必要。

①入門講座は連
続講座として開催
する。

②講演会はプラッ
ツ1周年にあわせ
て告知を強化し、
市民活動への関
心層を広げる。

平成29年度より指
定管理者業務に
移管
※商業施設と同じ
建物内にあるた
め、無関心層の来
場が多く見られ
る。そのため、ま
ずは無関心層を
関心層に『引きあ
げるための取組を
行っている状況で
ある。

計画通り
に進んで
いる

①入門講座2クー
ル開催。
はじめての市民活
動入門編（全5回）
/50から始めるま
ち活塾（全4回）
修了生が市民活
動団体を作り活動
開始。

②講演会は、1周
年企画として「川
畠成道後援会＆ミ
ニヴァイオリンコン
サート」を開催し
た。

③無関心層の引
き上げの為（入門
講座や講演会に
参加する以前の
方向け）に、「プ
ラっとカフェ」を開
催。8回

①入門講座はシ
ニアの参加をどう
促すかが課題。

②講演会は、引き
続き様々なテーマ
出しで、が課題。

③活動に興味を
持ってくれる方は
いるが、その場自
体がさらに気軽に
おしゃべりでき、課
題を持ち寄れる雰
囲気づくり。

①講座修了生の
グループ化の支援
と、同様の連続講
座を引き続き実施
する。

②多様なテーマで
複数回の開催。

③ミニ講演会にな
らないよう、参加
者が自分を出せる
雰囲気づくりに留
意しながら継続。

市民活動センター

計画通り
に進んで
いる

地域に愛着を持
ち、積極的に地域
活動や協働のまち
づくりに取り組む
将来の人材等を
育成するため、児
童・生徒等の子ど
もたちが地域とつ
ながりを深めるこ
とができる事業を
実施することがで
きた。

引き続き事業を実
施する。

計画通り
に進んで
いる

地域に愛着を持
ち、積極的に地域
活動や協働のまち
づくりに取り組む
将来の人材等を
育成するため、児
童・生徒等の子ど
もたちが地域とつ
ながりを深めるこ
とができる事業を
実施することがで
きた。

さらに児童・生徒
等の子どもたちが
地域とつながりを
深めることができ
る方策についての
研究等を行いつ
つ、事業継続させ
ていくことが課題
である。

引き続き事業を実
施する。

計画通り
に進んで
いる

地域に愛着を持
ち、積極的に地域
活動や協働のまち
づくりに取り組む
将来の人材等を
育成するため、児
童・生徒等の子ど
もたちが地域とつ
ながりを深めるこ
とができる事業を
実施することがで
きた。

引き続き、児童・
生徒等の子どもた
ちが地域とつなが
りを深めることが
できる方策につい
ての研究等を行い
つつ、事業推進す
ることが課題であ
る。

引き続き事業を実
施する。

計画通り
に進んで
いる

地域に愛着を持
ち、積極的に地域
活動や協働のまち
づくりに取り組む
将来の人材等を
育成するため、児
童・生徒等の子ど
もたちが地域とつ
ながりを深めるこ
とができる事業を
実施することがで
きた。

引き続き、児童・
生徒等の子どもた
ちが地域とつなが
りを深めることが
できる方策につい
ての研究等を行い
つつ、事業推進す
ることが課題であ
る。

引き続き事業を実
施する。

指導室

計画通り
に進んで
いる

放課後子ども教室
事業や青少年健
全育成強調事業
など、NPO法人や
地域のボランティ
アと協力し合いな
がら、様々なイベ
ントや啓発活動を
とおして、地域と子
どもたちとのつな
がりを深めること
ができた。

昨年度に引き続
き、青少年健全育
成のため、NPO法
人や地域と協力し
合いながら事業を
進めていく。

計画通り
に進んで
いる

放課後子ども教室
事業や青少年健
全育成強調事業
など、NPO法人や
地域のボランティ
アと協力し合いな
がら、様々なイベ
ントや啓発活動を
とおして、地域と子
どもたちとのつな
がりを深めること
ができた。

目的を明確に共有
し、市と事業者の
お互いの立場を理
解するため、より
情報交換を密に行
う必要がある。

昨年度に引き続
き、青少年健全育
成のため、NPO法
人や地域と協力し
合いながら事業を
進めていく。

計画通り
に進んで
いる

放課後子ども教室
事業や青少年健
全育成強調事業
など、NPO法人や
地域のボランティ
アと協力し合いな
がら、様々なイベ
ントや啓発活動を
とおして、地域と子
どもたちとのつな
がりを深めること
ができた。

情報交換を密に行
い、お互いの立場
を理解しあうこと
で、市と協力者の
より良い協働関係
を構築する必要が
ある。

引き続き、青少年
健全育成のため、
NPO法人や地域と
協力し合いながら
事業を進めてい
く。

計画通り
に進んで
いる

ＮＰＯ法人や地域
のボランティアと
協力し合いなが
ら、放課後子ども
教室事業や青少
年対策地区委員
会事業など青少年
健全育成に係る
様々なイベントや
啓発活動を実施
し、地域と子ども
たちとのつながり
を深めることがで
きた。

協力者と情報交換
を密に行い、お互
いの立場を理解し
あうことで、市と協
力者のより良い協
働関係を構築する
必要がある。

引き続き、ＮＰＯ法
人や地域のボラン
ティアと協力し、相
互の能力を生かし
た青少年健全育
成事業を進めてい
く。

児童青少年課

No 主管課推進方策・目標・施策 備考H30

進捗状況

H29H27関係課

市民協働推進シンポジウムの開催

H28

5 継続実施

R2

協働推進
課、地域コ
ミュニティ

課、児童青
少年課、指

導室

継続実施継続実施 継続実施

市民協働出前講座の実施

協働事例集の作成

地域に愛着を持ち、積極的に
地域活動や協働のまちづくり
に取り組む将来の人材を育成
するため、児童・生徒等の子
どもたちが地域とつながりを
深めることができる事業を実
施します。

次代の協働の担い手の育成に向
けた各種事業の実施

市民活動・協働に関する入門講座
の実施

事業内容

計画

R3H30 R1
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府中市市民協働推進行動計画（平成３０年度～令和３年度）　進行管理シート

進捗状況 実績 次年度へ向けた取組 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組 備考 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組 備考 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組

No 主管課推進方策・目標・施策 備考H30

進捗状況

H29H27関係課 H28
R2

事業内容

計画

R3H30 R1

目標（３）地域を支える各リーダーに対する啓発・情報提供

6 協働推進課

各活動団体のうち、特に地縁
型活動団体及び目的型活動
団体のリーダーや活動の担い
手となる人材を対象に組織基
盤を強化するとともに、協働
に関する学習会等を実施しま
す。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

次年度の実施に
向け、協働相手と
共に打合せを実施
した。

次年度の試行実
施に向け、内容や
講師等についての
協議を進めてい
く。

計画通り
に進んで
いる

市民協働のリー
ダー学習会とし
て、IIHOE代表の
川北氏を講師と
し、府中市の状況
や今後どのような
問題に直面するか
の確認を通じ、事
業と団体を続ける
ための基礎の再
確認をするととも
に、協働の必要性
やメリット、コツな
どを学ぶ講座を実
施した。
【参加者数】15人
【参加者満足度】
92%

予算的に講師に
無理をお願いする
ことになってしまっ
たこと、また、協働
先との参加費の徴
取に対する認識に
ズレがあったた
め、事業計画時に
十分議論すべきで
あった。

ターゲット層がす
でに市民活動に取
り組んでいる市民
であるため、指定
管理者事業に移
行し、協働につい
て理解いただける
ような講座を引き
続き開催する。

計画通り
に進んで
いる

専門講座の開催
・「資金調達力を
磨く」16名
・「資金調達力を
磨く　2」15名
・「伝えたいが伝わ
るチラシをつく
る！」19名
・「写真を活かした
広報戦略」28名
・「Facebook発信
講座」22名
・「チーム力を上げ
て地域をもりあげ
よう！」15名
・「チーム力を上げ
て地域をもりあげ
よう！2」16名
・「チーム力を上げ
て地域をもりあげ
よう！3」15名
・「人が集まる！成
功するイベントの
作り方①」24名
「人が集まる！成
功するイベントの
作り方②」12名

多様なテーマを設
定し、座学だけで
はないワークも豊
富な⑦内容を提供
し、実践的な内容
としたが、その後、
そこで得た学びが
どのように生かさ
れているか拾えて
いない。

学ぶだけでなく、
実際に活用できて
いるか、来館時な
どに声掛けしつな
がりを継続しなが
らフォローアップし
ていく。

また、引き続きす
でに活動している
層が必要な知識、
スキルが学べる講
座を展開していく。

平成29年度より指
定管理者業務に
移管
※開館後登録団
体数が伸びている
ため、まずは団体
の組織基盤の強
化が緊迫の課題
である。今後状況
を見ながら協働へ
の理解を深める取
組についても検討
するよう働きかけ
る。

計画通り
に進んで
いる

専門講座の開催
12回開催
・「これからのNPO・市
民活動を一緒に考えよ
う」18名
・「団体・組織の運営ス
キルを学ぶ」16名
・「伝えたいが伝わる！
チラシ作り」27名
・「助成金を獲得する7
つの方法1」26名
・「助成金を獲得する7
つの方法2」15名
・「人が集まるチラシデ
ザインのコツ」35名
・「写真を活かした広報
戦略」27名
・「マーケティングに効
果的なホームページ活
用講座」27名
・「Facebookで仲間を
増やそう！」20名
・「団体のための情報
発信講座！団体でPR
映像を作ろう！～iPad
で作る映画製作から1」
11名
・「団体でPR映像を作
ろう！～iPadで作る映
画製作から2」11名
・「人が集まるチラシデ
ザインのコツ・リターン
ズ」29名

多様なテーマを設
定し、座学だけで
はないワークも豊
富な内容を提供
し、実践的な内容
としたが、その後、
そこで得た学びが
どのように団体活
動に活かされ、基
盤が強化されてい
るのか効果が拾え
ていない。

団体として連続し
て受講してもらい、
伴走等も行いなが
ら、団体の基盤強
化に成果を出して
もらう。

市民活動センター

目標（４）大学・学生との協働の推進

7
政策課・協
働推進課

全課

大学・学生と、更に効果的な
協働事業を実施するため、市
の市民協働に向けた取組に
係る情報や、市内における協
働の機会等に係る情報を積
極的に提供します。また、市と
の協働事業を実施するため、
相談・調整をしやすい環境を
整えます。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

大学・学生との協
働事業について、
庁内への周知や
大学との連携会議
の開催した結果、
新規事業が提案・
実施され、総件数
が増加した。

市と大学との協働
事業を実施するた
め、引き続き相
談・調整をしやす
い環境を整える。

計画通り
に進んで
いる

大学・学生との協
働事業について、
連携体制を構築し
ている東京農工大
学、東京外国語大
学、明治大学と連
携会議を開催し、
新規事業を含む
協働事業を実施し
た。

新たな分野での協
働連携事業の拡

大

大学・学生との協
働事業について
は、新たな分野で
の協働・連携を実
施していくため、引
続き相談・調整し
やすい環境を整え
る。

計画通り
に進んで
いる

平成29年度から
大学連携について
政策課から、協働
推進課へ事務移
管があった。連携
体制を構築してい
る東京農工大学、
東京外国語大学と
協働事業について
情報共有を行っ
た。

大学によって関わ
り方が違うため相
談・調整しやすい
環境づくりを行うと
ともに、窓口の周
知を行う必要があ
る。また、協定を
締結している大学
以外の大学とも協
働事業の内容を
把握するとともに
より密な体制の構
築を図る。

引き続き、相談・
調整しやすい環境
を整えるとともに
連携体制がより密
になるよう検討し
ていく。

計画通り
に進んで
いる

連携体制を構築し
ている東京農工大
学、東京外国語大
学と協働事業につ
いて情報共有を
行った。

大学によって関わ
り方が違うため相
談・調整しやすい
環境づくりを行うと
ともに、窓口の周
知を行う必要があ
る。また、協定を
締結している大学
以外の大学とも協
働事業の内容を
把握するとともに
より密な体制の構
築を図る。

引き続き、相談・
調整しやすい環境
を整えるとともに
市と大学、大学同
士のより一層の連
携推進のため新
たな連携体制につ
いて検討する。

協働推進係

目標（５）企業との協働の推進

8
経済観光
課、協働推
進課

企業に対して、市が推進する
市民協働に関する情報を、市
民活動センターや商工会議所
等を通じ、積極的に提供しま
す。
また、市との協働事業を実施
するため、相談・調整をしやす
い環境を整えます。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

工業技術情報セン
ターを中心に、情
報提供を実施し
た。

工業技術情報セン
ターを中心に、情
報提供の実施を
継続する。

計画通り
に進んで
いる

工業技術情報セン
ターを中心に、情
報提供を実施し
た。

工業技術情報セン
ターを中心に、情
報提供の実施を
継続する。

計画通り
に進んで
いる

工業技術情報セン
ターを中心に、情
報提供を実施し
た。

工業技術情報セン
ターを中心に、情
報提供の実施を
継続する。

計画通り
に進んで
いる

工業技術情報セン
ターを中心に、情
報提供を実施し
た。

工業技術情報セン
ターを中心に、情
報提供の実施を
継続する。

経済観光課

計画通り
に進んで
いる

工業技術情報セン
ターにおいて、企
業のマッチングを
支援するガイド
ブックの提供を行
うとともに、セン
ターＨＰにおいて
企業紹介を行っ
た。

工業技術情報セン
ターにおいて、企
業のマッチングを
支援するガイド
ブックの提供を継
続するとともに、セ
ンターＨＰにおいて
更なる企業紹介を
行う仕組みについ
て検討する。

計画通り
に進んで
いる

工業技術情報セン
ターにおいて、企
業のマッチングを
支援するガイド
ブックの提供を
行った。また、セン
ターＨＰにおいて
企業紹介を行うと
ともに、企業紹介
の新たな仕組みに
ついて具体的な検
討を行った。

センターＨＰを活
用し、企業のマッ
チングがより一層
円滑に進むよう、
新たな仕組みの
整備を行っていく。

計画通り
に進んで
いる

工業技術情報セン
ターにおいて、企
業の活用ガイド
ブック及びセン
ターＨＰをリニュー
アルし、きめ細かく
企業紹介を行っ
た。

センターＨＰや異
業種交流事業など
を活用し、企業の
マッチングがより
一層円滑に進むよ
う整備を行ってい
く。

計画通り
に進んで
いる

工業技術情報セン
ターにおいて、企
業の活用ガイド
ブック及びセン
ターＨＰをリニュー
アルし、きめ細かく
企業紹介を行っ
た。

センターＨＰや異
業種交流事業など
を活用し、企業の
マッチングがより
一層円滑に進むよ
う整備を行ってい
く。

経済観光課

計画通り
に進んで
いる

他市の事例等を
中心に調査・研究
を行い、企業との
協働を推進するた
めの各種仕組み
の整備についての
検討を実施。

次年度の整備に
向け、具体的な検
討を進めていく。

計画通り
に進んで
いる

企業からの相談を
受け、関係課と打
合せを実施するほ
か、情報提供を
行った。

平成29年度から
企業連携につい
て、政策課より事
務移管があるた
め、より一層取り
組む必要がある。

情報共有の仕組
みの整備に着手
する。

計画通り
に進んで
いない

他市の事例等を
中心に調査を行う
とともに、市民活
動センターと、企
業による協働の取
組や,CSR活動の
紹介など、情報共
有の仕組みにつ
いて協議した。

市民活動センター
の開館に伴い、企
業による協働の取
組や、ＣＳＲの活
動を紹介するな
ど、積極的に取り
組む必要がある。

市民活動センター
と連携しながら、
企業による協働の
取組や、CSRの活
動を紹介し、企業
との協働を推進す
る仕組みを整備す
る。

計画通り
に進んで
いる

企業からの相談を
受け、関係課と打
合せを実施するほ
か、情報提供を
行った。
また、あいおい
ニッセイ同和損害
保険株式会社と地
域活性化に関する
協定を締結した。

市民活動センター
と連携し、企業に
よる協働の取組
や、ＣＳＲの活動を
紹介するなど、積
極的に取り組む必
要がある。

引き続き、企業と
関係課をつなぐ情
報提供等を行うと
ともに、市民活動
センターと連携し
ながら、企業によ
る協働の取組や、
CSRの活動を紹介
するなど、企業と
の協働を推進する
仕組みを整備す
る。

協働推進係

推進方策２ 職員の意識改革及びスキルアップ

目標（１）職員研修の充実等

計画通り
に進んで
いる

関係課への情報
提供を通じて、検
討を進めた

検討内容を踏ま
え、関係課と研修
プログラム充実に
向けた協議を進め
ていく

計画通り
に進んで
いる

関係課への情報
提供及び協議を
行った。

情報共有及び協
議が円滑に進み、
実施に向けての方
向性を示せた。

協議を踏まえ、関
係課と詳細な研修
プログラム構築に
向けて更なる検
討・協議を進めて
いく。

計画通り
に進んで
いる

関係課への情報
提供及び協議を
行った。

－
引き続き、関係課
と協力し、事業を
進めていく。

計画通り
に進んで
いる

関係課への情報
提供及び協議を
行った。

－
引き続き、関係課
と協力し、事業を
進めていく。

職員課

計画通り
に進んで
いる

他市の事例等に
ついて調査・研究
を行い、検討を進
めた。

具体的な実施に
向け、検討・協議
を進めていく。

計画通り
に進んで
いる

具体的な実施に
向け、関係課と協
議を行った。

－

入庁6年目の職員
を対象に、協働の
現場に職員を派遣
する。

計画通り
に進んで
いる

具体的な実施に
向け、関係課と協
議を行った。
今年度より、入庁6
年目の職員を対
象に、協働の現場
に派遣する体験型
の研修を行い、１
２団体へ派遣し
た。

体験研修につい
て、体験先により
時間や内容の濃さ
にバラつきがあ
る。また、イベント
の人員として捉え
ている団体もあ
る。

引き続き入庁6年
目の職員を対象に
協働の現場に職
員の派遣を行うほ
か、派遣団体に対
する周知や応募
要件の見直しを検
討する。

計画通り
に進んで
いる

入庁6年目の職員
を対象に、協働の
現場に派遣する体
験型の研修を行
い、１９団体へ派
遣した。

体験研修前のオリ
エンテーションを
必須条件とするな
ど、応募要件を見
直したが、体験先
により研修生の満
足度に差が生じて
いる。

引き続き入庁6年
目の職員を対象に
協働の現場に職
員の派遣を行うほ
か、派遣団体に対
する周知や応募
要件の見直しを検
討する。

協働推進係

協働推進課

経済観光
課、協働推
進課

企業と各活動団体や市とが、
積極的に協働事業を検討し、
実施できるようにするため、相
互に相談・調整・情報交換が
できる仕組みや、市が推進す
る市民協働の取組に賛同し、
協働によるまちづくりや各活
動団体への支援などに積極
的な企業を紹介する仕組みを
整備します。

10

市民協働推進シンポジウムの開催

9

職員研修プログラムの充実

専門講座の実施

企業との協働を推進するための各
種仕組みの整備

企業に対する市民協働に関する情
報の積極的な提供

継続実施継続実施 継続実施

市民協働の理念や推進手法
を学ぶ従来の研修に加え、実
際の協働の現場において体
験型の研修を行うなど、研修
プログラムの充実を図りま
す。

職員課、協
働推進課

継続実施

大学・学生への市民協働に係る情
報提供及び相談窓口の充実

継続実施

継続実施

継続実施継続実施

2 / 6 ページ
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進捗状況 実績 次年度へ向けた取組 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組 備考 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組 備考 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組

No 主管課推進方策・目標・施策 備考H30

進捗状況

H29H27関係課 H28
R2

事業内容

計画

R3H30 R1

目標（２）職員が協働の経験を積むための環境づくり

11 協働推進課 職員課
休暇制度の啓発など、職員が
公益的な活動に参加しやすい
環境を推進します。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

休暇制度や勤務
条件についての調
査・研究を進めた

調査・研究の結果
を踏まえ、休暇制
度の見直し等を検
討する。

計画通り
に進んで
いない

休暇制度や勤務
条件についての調
査・研究を進め
た。

ボランティア休暇
の対象範囲を拡
大するとともに、承
認方法の変更を
要するため、規則
の整備が必要とな
る。

ボランティア休暇
の拡充を図り、運
用を開始する。

完了（目
標を達
成）

平成２９年７月１日
からボランティア
休暇の対象範囲
の拡大を行った。
（7人・16件の取得
実績あり）

対象範囲に、「国、
地方公共団体が
主催、共催、協賛
又は後援する事
業を支援する活
動」などを追加し
たが、取得イメー
ジを容易にするた
めに、具体的な事
例等を示していく
必要がある。

これまでの１日単
位の取得から、必
要な時間だけ取得
を可能とする、時
間単位での取得を
認めたことから、
更なる取得を促進
していく。

計画通り
に進んで
いない

制度の拡大を行っ
て以降、取得促進
のための周知等を
行っていない。

取得促進のため
の周知を行う必要
がある。

庁内報での制度
紹介など、取得促
進のための周知を
行う。

協働推進係

推進方策３ 情報共有及び双方向型コミュニケーションの推進

目標（１）市からの情報発信方法の充実

12 協働推進課

「コミュニティサイトふちゅう」
やインターネット等を活用し
て、市民や各活動団体等の
公益的な活動や協働に関す
る情報を収集するとともに、分
かりやすく発信します。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

コミュニティサイト
ふちゅうとＮＰＯ・
ボタンティア活動
センターホーム
ページの統合・リ
ニューアル、同セ
ンター機関誌の発
行部数増加など、
情報提供の拡充
を図った。

コミュニティサイト
ふちゅう活用講座
の開催やＳＮＳに
よる情報発信な
ど、情報提供のさ
らなる拡充を図
る。

計画通り
に進んで
いる

ＳＮＳによる情報
発信とセキュリティ
に関する講座の開
催及び質問会の
開催を行い、団体
の情報発信力の
強化を図った。

都合が合わず、受
講できなかった団
体もある。

指定管理者との協
議のもと、コミュニ
ティサイトふちゅう
活用講座の開催
やＳＮＳによる情
報発信などのほ
か、情報提供のさ
らなる拡充を図
る。

計画通り
に進んで
いる

指定管理者によ
り、センター登録
団体とコミュニティ
サイトふちゅうの
登録団体の統一
化をしたことに加
え、コミュニティサ
イトふちゅう活用
講座兼団体交流
会を開催し、団体
の情報発信力の
強化を図った。
また、メールマガ
ジンの配信も開始
した。

コミュニティサイト
ふちゅうを活用し
ている団体が限ら
れている。

コミュニティサイト
ふちゅう活用講座
の開催を継続する
とともに、団体登
録更新完了時の
アナウンスやイベ
ントの際の団体展
示ブース出展時、
プラッツHP等によ
る団体イベント紹
介時等に声掛けし
利用を促す。

平成29年度より指
定管理者業務に
移管

計画通り
に進んで
いる

市民活動団体の
登録団体数が約
400団体となり、各
団体の新規登録
および更新時にコ
ミュニティサイトふ
ちゅうの活用・操
作に関するアドバ
イスを体系的に行
うことができたた
め、掲載件数が増
加した。

10年以上継続活
用している現コミュ
ニティサイトふちゅ
うのポータルサイ
ト機能およびデザ
イン面で充実が必
要な状況となり、
新たなシステムの
検討を進めなけれ
ばならない。

WebやSNS媒体を
通じて、市民活動
団体と市民、他組
織との協働コー
ディネートに資す
る新たなポータル
サイトの構築を目
指し、新システム
の導入に取り組
む。

市民活動センター

13 協働推進課

市における協働事業などの取
組等、適時情報提供できるよ
うに、市ホームページを活用
するとともに、協働に取り組む
各活動団体の取組等につい
ても、市民、各活動団体等に
分かりやすく発信します。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

公開する情報範
囲の拡大等、情報
共有できる仕組み
づくりについての
検討を実施。

具体的なコンテン
ツの充実・活用方
法等の検討結果
を踏まえ、市ホー
ムページに反映す
る。

計画通り
に進んで
いる

随時、コンテンツ
を作成して情報提
供を行いつつ、既
存コンテンツの見
直しを行った。

平成29年度より、
一部の協働に関
する事業が指定
管理者事業に移
行するため、掲載
方法等検討の余
地がある。

掲載しているコン
テンツの掲載方法
等見直しを図ると
ともに、市民が活
用しやすいような
コンテンツを作成
する。

計画通り
に進んで
いる

随時、コンテンツ
を作成して情報提
供を行いつつ、既
存コンテンツの見
直しを行った。

掲載しているコン
テンツをより一層
市民が活用しやす
くなるよう、掲載方
法を見直す余地
がある。

引き続き、掲載し
ているコンテンツ
の掲載方法等見
直しを図るととも
に、市民が活用し
やすいようなコン
テンツを作成す
る。

計画通り
に進んで
いる

随時、コンテンツ
を作成して情報提
供を行いつつ、既
存コンテンツの見
直しを行った。

掲載しているコン
テンツをより一層
市民が活用しやす
くなるよう、掲載方
法を見直す余地
がある。

引き続き、掲載し
ているコンテンツ
の掲載方法等見
直しを図るととも
に、市民が活用し
やすいようなコン
テンツを作成す
る。

協働推進係

目標（２）情報共有と双方向のコミュニケーション機能の拡充

14 広報課

市民が自分に合った広報・広
聴の手法をより一層活用する
ことができるよう、ＳＮＳ（ソー
シャルネットワークサービス）
を含めた各種情報媒体の活
用について適時検討するとと
もに実施します。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

ＳＮＳを活用し、市
民との双方向のコ
ミュニケーションを
図るため、先進自
治体の取組み事
例などを調査・研
究した。

ＳＮＳを各課が開
設・活用する際の
指針となるガイドラ
インの策定に着手
した。

計画通り
に進んで
いる

ＳＮＳを各課が開
設・活用する際の
指針となる「府中
市ソーシャルメ
ディアガイドライ
ン」を策定した。

ＳＮＳを各課が活
用できるように、普
及・啓発に努める
とともに、引き続き
先進自治体の取
組み事例などを調
査・研究する。

府中市ソーシャル
メディアガイドライ
ンの周知機会を設
けるため、各種調
整を行う。また、専
心自治体の取組
み事例を調査・研
究する。

計画通り
に進んで
いる

広報担当者説明
会で府中市ソー
シャルメディアガイ
ドラインの周知を
図った。

ＳＮＳを各課が活
用できるように、普
及・啓発に努める
とともに、引き続き
先進自治体の取
組み事例などを調
査・研究する。

府中市ソーシャル
メディアガイドライ
ンの周知機会を設
けるため、各種調
整を行う。また、先
進自治体の取組
み事例を調査・研
究する。

※協働推進課
（Facebook、
twitter）、政策課：
ラグビー
（Facebook、
twitter）、経済観
光課（インスタグラ
ム）の導入が図ら
れた。

計画通り
に進んで
いる

広報担当者説明
会で府中市ソー
シャルメディアガイ
ドラインの周知を
図った。

ＳＮＳを各課が活
用できるように、普
及・啓発に努める
とともに、引き続き
先進自治体の取
組み事例などを調
査・研究する。

府中市ソーシャル
メディアガイドライ
ンの周知機会を設
けるため、各種調
整を行う。また、先
進自治体の取組
み事例を調査・研
究する。

広報課

15 協働推進課 全課

協働に取り組む市民や各活
動団体の代表者、職員等が
一堂に会して、テーマに応じ
たワークショップ形式で情報
交換できる機会を提供しま
す。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

次年度の試行実
施に向け、協働相
手と共に打合せを
実施した。

試行実施に向け、
内容や講師等に
ついての協議を進
めていく。

計画通り
に進んで
いる

市民協働のまちづ
くりカフェとして、
テーマを設定し、
市職員によるミニ
講演とワークショッ
プを実施した。
なお、設定した
テーマは①自然環
境、②中心市街地
活性化、③ラグ
ビーワールドカッ
プ2019、2020オリ
ンピック・パラリン
ピック、④障害者
差別解消法
【参加者数】
①23人・②34人・
③32人・④28人
計117人
【参加者満足度】
①90%・②100%・③
97%・④94%

2回目以降のテー
マ設定を各課から
提案いただいたも
のとしたため、事
業内容の充実を
図ることができた
が、提案いただい
たテーマと事業タ
イトルの設定が、
一部分かりづらい
ものとなった。

テーマと事業タイト
ルのかい離がない
よう、協働先と引
き続き協議すると
ともに、職員研修
の場としても活用
しているため、効
果的な実施方法
等も検討していく。

計画通り
に進んで
いる

市民協働のまちづ
くりカフェとして、
テーマを設定し、
市職員によるミニ
講演とワークショッ
プを実施した。な
お、今年度は東京
2020オリンピック・
パラリンピックに向
けて、各回テーマ
を設定し行った。
①文化・教育・持
続可能性、②ス
ポーツ・健康・世
界への発信、③経
済・テクノロジー・
まちづくり、④第1
回から第3回まで
の全てのテーマ
【参加者数】
①33人②41人③
30人④19人　計
123人
【参加者満足度】
①80％②96％③
83％④90％

庁内のテーマ応募
や市民協働推進
員以外の職員の
参加が少なかっ
た。

テーマ募集のタイ
ミングを工夫する
とともに、まちづく
りカフェに参加す
るメリットを明確に
することで、テーマ
応募や参加者の
増加を図っていく。
また、庁内からの
応募状況により、
市民にテーマ募集
をすることを検討
する。

計画通り
に進んで
いる

市民協働のまちづ
くりカフェとして、
テーマを設定し、
市職員によるミニ
講演とワークショッ
プを実施した。な
お、設定したテー
マは、
①まちのにぎわ
い・活性化、②防
災、③多文化共
生、④アイデアを
実現するためのス
テップアップ編
【参加者数】
①35人②34人③
35人④12人　計
116人
【参加者満足度】
①94％②96％③
100％④100％

テーマ応募の方法
や期間を見直した
が、庁内のテーマ
応募や市民協働
推進員以外の職
員の参加が少な
かった。

引き続き、テーマ
応募や参加者の
増加を図っていく
とともに、テーマの
設定方法を検討し
ていく。

協働推進係

推進方策４　協働のコーディネート機能の育成

目標（１）協働のコーディネーターの育成及び活用

16 協働推進課

養成講座を実施し、協働の
コーディネーターを育成しま
す。また、協働のコーディネー
ター登録制度等、講座修了生
の学びを地域に還元できる仕
組みについて検討・実施しま
す。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

市民活動・協働推
進コーディネー
ター養成講座を実
施し、受講生には
ＮＰＯ・ボランティ
ア活動センター主
催事業の企画・運
営に携わっていた
だいた。

前年度に引き続
き、協働のコー
ディネーターを育
成するとともに、他
自治体の先進事
例等について調
査・研究していく。

計画通り
に進んで
いる

前年度に引き続き
市民活動・協働推
進コーディネー
ター養成講座を実
施し、受講生には
ＮＰＯ・ボランティ
ア活動センター主
催事業の企画・運
営に携わっていた
だいた。

受講後の活用の
場の提供。

指定管理者との協
議のもと、協働の
コーディネーター
を育成するととも
に、他自治体の先
進事例等について
さらに調査・研究し
ていく。

計画通り
に進んで
いる

前年度に引き続き
市民活動・協働推
進コーディネー
ター養成講座「”つ
なぎすと府中”養
成講座」を実施し、
受講生には市民
活動センター主催
事業（プラッツひろ
ば）の企画・運営
に携わっていただ
いた。

つなぎすとは市民
活動センターの事
業の補助員の養
成機関ではないの
で、主体的に活動
できるネットワーク
づくり、意識づけを
強化していく必要
がある。

講座の目的・内容
をさらにブラッシュ
アップし、絞り込ん
でいく。

平成29年度より指
定管理者業務に
移管
※現状、コーディ
ネーター登録制度
は制定されていな
いが、今後コー
ディネーター養成
講座の修了生との
関わり方を含め、
検討していく。

計画通り
に進んで
いる

「つなぎすと府中
養成講座」（全7
回）の開催。
修了生が市民活
動団体を作り活動
開始。

講座修了生をどの
ように協働のコー
ディネーターとして
活躍してもらうか、
制度を検討した。

「つなぎすと養成
講座」の受講生の
レベルがまちまち
で、講座に期待す
るものにばらつき
がある。

講座修了生がグ
ループを作り、積
極的に活動を始め
ているが、コーディ
ネーターとしては
活動経験値が不
足している。

「つなぎすと養成
講座」に加え、修
了生を対象とした
「アドバンス講座」
を開催し、スキル
アップを図る。
経験値の不足を
補うための「つな
ぎすと実践塾（イ
ンターンシップ）」
を開催し、その修
了生には、コー
ディネーターとして
仕事を依頼するな
どの一連の仕組
みをトータルで実
施する。

市民活動センター

市ホームページのコンテンツの充
実・活用

職員が公益的な活動に参加しやす
い環境の推進

市民協働のまちづくりカフェの実施

協働のコーディネーターの育成及
び活用方法の検討

市民活動・市民協働に関する提供
情報の拡充

双方向のコミュニケーションに向け
た取組の検討・実施
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府中市市民協働推進行動計画（平成３０年度～令和３年度）　進行管理シート
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No 主管課推進方策・目標・施策 備考H30

進捗状況

H29H27関係課 H28
R2

事業内容

計画

R3H30 R1

17 協働推進課 全課

協働に係る先進事例等の情
報を収集するとともに、各活
動団体とのコーディネート役を
担えるよう、各課に市民協働
推進員を配置するとともに、
各課において協働の取組を
更に推進できるよう、効果的
な活用を検討・実施します。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

各課に市民協働
推進員を設置し、
職員研修への出
席のほか、市民協
働推進シンポジウ
ムやわがまち懇談
会への出席を通し
て、各活動団体と
のコーディネート
役として必要なス
キルを学んだ。
【推進員の数】
５１人

継続して市民協働
推進員を各課に設
置し、職員研修等
を通した職員のス
キルアップを図
る。

計画通り
に進んで
いる

各課に市民協働
推進員を設置し、
職員研修への出
席のほか、市民協
働実感イベント（府
中若者会議）や市
民協働のまちづく
りカフェへの出席
を通して、市民と
の対話の大切さを
学ぶとともに、ど
の課でも協働がで
きることを理解い
ただいた。
【推進員の数】
５１人

研修において、時
間外に集まること
が多いなど、負担
感を解消する必要
がある。
また、主任以上と
限定しているた
め、見直しを図る
必要がある。

平成29年度の職
員研修の講師と協
議し、負担感の軽
減を図るとともに、
主任以上という対
象の見直しを図
る。

計画通り
に進んで
いる

各課に市民協働
推進員を設置し、
職員研修への出
席のほか、市民協
働のまちづくりカ
フェへの出席を通
して、協働に必要
な対話の大切さを
学ぶとともに個人・
職員・事業として
できることを理解
いただいた。
また、主任以上と
していた対象の見
直しを行った。
【推進員の数】
５２人

各課における協働
をより一層推進す
るため、市民協働
推進員の役割を
十分に理解いただ
くとともに、協働事
業提案制度につ
いても理解いただ
くことで、提案数の
増加などにつなげ
る。

市民協働推進員
研修にて、オリエ
ンテーションとして
市民協働推進員
の役割と協働事業
提案制度などにつ
いて講義を行う。

計画通り
に進んで
いる

各課に市民協働
推進員を設置し、
職員研修への出
席のほか、市民協
働のまちづくりカ
フェへの出席を通
して、協働に必要
な対話の大切さを
学ぶとともに個人・
職員・事業として
できることを理解
いただいた。
また、研修のオリ
エンテーションで
市民協働推進員
の役割と協働事業
提案制度などにつ
いて講義を行っ
た。
【推進員の数】
５２人

市民協働推進員
の役割や研修内
容について、課に
よって認識にばら
つきがある。

課内・係内で研修
内容や学びを共
有してもらうよう促
す。

協働推進係

推進方策５　市民活動拠点施設等の有効活用

目標（１）協働の拠点としての市民活動拠点施設の活用

18 協働推進課

より使いやすい施設とするた
めに、市民、各活動団体等の
利用者を中心に運営協議会
を設置し、意見を反映します。

検討 検討 検討 検討
計画通り
に進んで
いない

利用者アンケート
などを実施し、市
民意見を施設運
営へ反映させる仕
組み作りを開始し
た。また、運営協
議会の設置につ
いて検討を行っ
た。

より使いやすい施
設とするため、市
民の声を施設運
営へより反映させ
るための仕組みの
構築を検討する。

利用者アンケート
を引き続き実施し
たうえで、より多く
の市民の声を聞く
ため、投書箱を設
置する。また、そ
の声を施設運営
へ反映させるため
の仕組みの構築
を検討する。

計画通り
に進んで
いない

利用者アンケート
の実施、プラッツ
への手紙入れボッ
クスを設置し、市
民意見を反映させ
る取り組みを行っ
た。
運営協議会の設
置は施設運営が
軌道に乗ってから
ということで保留
中。

市民の声をより施
設運営に反映さ
せ、使いっぱなし
にならない意識の
醸成が必要。

利用者アンケー
ト、日常のロビー
ワーク、プラッツへ
の手紙のほか、
「運営協議会」の
設置についても引
き続き検討する。

市民活動センター

目標（２）既存公共施設の活用方策の検討

19 建築施設課
各公共施設
所管課

公共施設マネジメント の考え
方に基づく、既存公共施設の
在り方や機能の見直しに当
たっては、市民協働機能も含
めた市民ニーズを捉えた活用
ができるよう、各施設所管課
と検討を進めます。

実施 継続実施 継続実施
検討結果
とりまとめ

計画通り
に進んで
いる

既存の公共施設
について、活用の
実態を検証すると
ともに、様々な活
用方法について検
討した。

引き続き、公共施
設の柔軟な運営
及び様々な活用
方法について検討
を行う。

計画通り
に進んで
いる

協働の推進のた
めの場としての活
用も含め、既存の
公共施設の活用
を取組の中心とし
た第１次府中市公
共施設マネジメン
ト推進プランに定
める各施設の取
組の進ちょく状況
の把握と取組の推
進を図った。

公共施設マネジメ
ントを推進していく
中で生じている課
題があり、その解
決が協働の推進
のための場として
の既存公共施設
の活用に向けた課
題解決につながる
ものと認識してい
る。

平成２９年度がプ
ランの最終年度と
なるため目標達成
に向けて働きかけ
る。
第１次推進プラン
の取組を踏まえ、
新たなプランを策
定する。

計画通り
に進んで
いる

協働の推進のた
めの場としての既
存公共施設の活
用を含めた公共施
設マネジメントの
取組について、着
実に推進していく
ため、第２次府中
市公共施設マネジ
メント推進プランを
策定した。

既存公共施設に
ついて、老朽化の
進行状況や市の
財政状況も踏まえ
つつ、協働の推進
等の新たな市民
ニーズに対応する
必要がある。

第２次府中市公共
施設マネジメント
推進プランに基づ
き、着実に取組が
推進されるよう
に、適切な進行管
理を行う。

計画通り
に進んで
いる

第２次府中市公共
施設マネジメント
推進プランで定め
る各施設の取組
の進ちょく状況の
把握と取組の推進
を図った。

既存公共施設に
ついて、老朽化の
進行状況や市の
財政状況も踏まえ
つつ、協働の推進
等の新たな市民
ニーズを把握し、
対応する必要があ
る。

第２次府中市公共
施設マネジメント
推進プランに基づ
き、着実に取組が
推進されるよう
に、適切な進行管
理を行う。

建築施設課

目標（３）新庁舎における協働を支える場の整備

20
新庁舎建設
推進室

府中市庁舎建設基本計画の
考え方を踏まえながら、新庁
舎建設の設計において計画し
た、市民との協働を支える場
を整備します。

継続検討 継続検討 継続検討 継続検討
計画通り
に進んで
いる

平成27年2月に策
定した府中市庁舎
建設基本計画に
基づき、基本設計
において、市民協
働を支える機能に
ついて検討してい
る。

現在進めている基
本設計において引
き続き検討を進
め、規模や活用方
法など、市民協働
を支える場の仕組
みについて具体化
していく。

計画通り
に進んで
いる

基本設計におい
て、新庁舎は、主
たる庁舎機能を担
う「おもや」のほ
か、庁舎機能を補
完し、市民協働を
支える「はなれ」を
配置し、市民と市
の協働のための
市民協働ラウンジ
などを計画した。

市民協働を支える
「はなれ」の機能と
して、他公共施設
の機能を考慮しな
がら具体的に運用
方法等を検討する
必要がある。

現在進めている実
施設計において、
より具体的な運用
方法を視野に入れ
ながらハード面の
整備を検討する。

計画通り
に進んで
いる

実施設計におい
て、市民と市の協
働のための「市民
協働ラウンジ」の
具体的な設備等を
定めた。

市民協働ラウンジ
の具体的な運用
方法についてより
細かく定めていく
必要がある。

ハード面の整備と
して設計は完了し
たため、今後は、
工事に向けて市民
協働のあり方等の
動向に注視してい
く。

全体工程に遅れ
が生じ、平成33年
度着工、平成35年
度におもや完成、
平成39年度には
なれ完成となる予
定。

計画通り
に進んで
いる

広報特別号の発
行により、「市民協
働ラウンジ」を含
め実施設計の内
容を周知した。

「はなれ」完成時
期を踏まえ、市民
協働ラウンジの具
体的な運用方法
について定めてい
く必要がある。

市民協働のあり方
等の動向に注視し
ていく。

令和元年5月に見
直しを行い、新庁
舎建設工事の着
工時期を令和3年
5月とし、しゅん工
を令和8年11月に
予定している。

新庁舎建設推進室

推進方策６　市民自身が市民の活動を支える環境づくり

目標（１）市民が市民の活動を資金面で支援する仕組みの検討

21
政策課・財
政課

全課

市が推進する市民協働の取
組に賛同いただき、資金面で
支援いただける方からの善意
を汲み取りやすくするため、
寄附に係る窓口の一本化や
手続の簡素化を図り、寄附を
しやすい環境づくりに取り組
みます。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

寄附に係る手続
の簡素化を図るた
め、ふるさと納税
制度の活用につ
いて検討した。
また、寄附金の活
用方法について
は、次期基金計画
の改定に合わせ
て検討することを
決定した。

寄附者が専用
ポータルサイトを
利用して簡単に手
続ができるよう、
ふるさと納税の受
入環境整備に係
る予算科目を新設
した。

計画通り
に進んで
いる

寄附手続の簡素
化を図るため、平
成28年9月にイン
ターネット上の専
用ポータルサイト
から寄附手続が
行えるよう整備し
た。

返礼品の送付を
始めたばかりとい
うこともあり、本市
の魅力をＰＲする
返礼品の種類が
少ない。

市から市内企業に
積極的な声がけを
行うとともに、説明
会等を実施し、返
礼品の拡大・拡充
に努める。

計画通り
に進んで
いる

ふるさと納税を通
じて本市の魅力を
ＰＲするため、市
内事業者向けに
ふるさと納税の返
礼品掲載に係る
説明会を実施する
など、返礼品の拡
充を図った。また、
市内事業者だけで
はなく、「ボート
レース平和島」や
「府中市美術館」と
いった市施設を活
用した体験型の返
礼品も新たに追加
した。

寄附金額を一定
以上保つには、定
期的な返礼品のリ
ニューアルが必要
となるため、新規
の返礼品の開拓
や府中市をＰＲで
きる特産品の開発
など対応しなけれ
ばならいない。

スポーツチームの
協力によるイベン
トなど、体験型の
返礼品を実現でき
るよう、ノウハウの
構築と協力企業と
の調整に努める。
また、第6次府中
市総合計画の基
本目標で定める4
分野に係る事業
の財源として活用
する基金を創設
し、寄附金の積立
も可能とする。

計画通り
に進んで
いる

ふるさと納税を通
じて本市の魅力を
ＰＲするため、市
内事業者向けに
ふるさと納税の返
礼品掲載に係る
説明会を実施する
など、返礼品の拡
充を図った。

寄附金額を一定
以上保つには、定
期的な返礼品のリ
ニューアルが必要
となるため、新規
の返礼品の開拓
や府中市をＰＲで
きる特産品の開発
など対応しなけれ
ばならいない。

市から市内企業に
積極的な声がけを
行うとともに、説明
会等を実施し、返
礼品の拡大・拡充
に努める。

政策課・財政課

目標（２）コミュニティビジネス実施団体の育成及び支援

22 協働推進課

コミュニティビジネスを実施す
る市民活動団体や企業等の
育成及び支援に取り組みま
す。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

コミュニティビジネ
ス啓発講座やコ
ミュニティビジネス
ガイダンス・個別
相談の開催を通じ
て、コミュニティビ
ジネス実施団体の
育成・支援を行っ
た。

前年度に引き続
き、コミュニティビ
ジネスの育成・支
援に資する施策を
実施する。

計画通り
に進んで
いる

前年度に引き続き
コミュニティビジネ
ス啓発講座やコ
ミュニティビジネス
ガイダンス・個別
相談の開催を通じ
て、コミュニティビ
ジネス実施団体の
育成・支援を行っ
た。

現役世代の活動
団体が増えてきて
るため、講座や相
談の曜日設設定
を検討する必要が
ある。

指定管理者との協
議のもと、コミュニ
ティビジネスの育
成・支援に資する
施策を実施する。

計画通り
に進んで
いる

引き続きコミュニ
ティビジネスガイ
ダンス・個別相談
の開催を通じて、
コミュニティビジネ
ス実施団体の育
成・支援を行った。
また、指定管理者
との協議のもと、
個別相談の曜日
や時間帯を変更し
た。

コミュニティビジネ
スガイダンス・相
談の利用者数が
増加していないた
め、周知方法や内
容を見直し、より
市民利用しやすく
する。

講座や相談を周
知するためのチラ
シの変更や内容
の見直しを行い、
利用機会の増加
や質の向上を目
指し、コミュニティ
ビジネスの育成・
支援を進める。

平成29年度より指
定管理者業務に
移管

計画通り
に進んで
いる

SB/CB個別相談、
コミュニティビジネ
ス入門講座（3クー
ル）の開催を通じ
て、SB/CBの起業
を促した。
起業支援コーナー
の利用の促進に
注力し、利用者の
交流会を実施する
など、ビジネスチャ
ンス獲得のきっか
けの場を提供し
た。

SB/CBの起業家
育成のための、地
域内の他機関との
連携の場ができて
いない。起業支援
スペースのキャパ
シティが少ない。

地域内の金融機
関、商工会議所・
経済観光課との連
携体制づくり。
テーマを特化した
SB/CB起業に関
連した連続講座の
検討。

市民活動センター

寄附をしやすい環境の整備

協働の推進のための場としての既
存公共施設に係る活用方策の検
討

市民協働推進員の設置

コミュニティビジネス実施団体の育
成及び支援

新庁舎における協働を支える場の
整備

市民活動拠点施設の運営に係る
市民意見の反映
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府中市市民協働推進行動計画（平成３０年度～令和３年度）　進行管理シート

進捗状況 実績 次年度へ向けた取組 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組 備考 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組 備考 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組

No 主管課推進方策・目標・施策 備考H30

進捗状況

H29H27関係課 H28
R2

事業内容

計画

R3H30 R1

推進方策７　協働事業提案制度の整備

目標（１）協働事業提案制度の充実

23 協働推進課 全課

市民が自由な発想に基づき、
協働事業の実施を市に対して
提案をできる制度について、
複数年度で実施できるよう検
討し、充実を図ります。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

モデル事業として
協働事業の提案
を募集し、実施し
た。
【提案事業数】
６事業
【実施決定事業
数】
４事業

初年度の課題を
踏まえ、事業の募
集時期や進捗状
況の管理方法等
について改善を図
る。

計画通り
に進んで
いる

市民提案型協働
事業進め方ガイド
ブックを作成し、提
案団体及び市担
当課がスムーズに
事業を実施できる
よう改善を図っ
た。
【平成28年度提案
事業数】
３事業
【平成28年度実施
事業数】
２事業

事業の方向性が
固まっていない状
況で提案書の提
出があり、結果三
者打合せで時間
がかかってしまっ
た。

事前相談期間を
設けることで、提
案書の制度を高
めるとともに市民
及び担当課の負
担軽減を図る。

平成31年度提案
募集（平成30年度
実施）から事前相
談業務のみ指定
管理者に移行する
ことで、市民提案
型市民活動支援
事業助成金や民
間の助成金につな
げるなど、より一
層効果的・効率的
な事業となるよう
検討を進める。

計画通り
に進んで
いる

事前相談期間を
設けることで提案
には至らなかった
が、相談件数の増
加につながった。
事前相談数９事業
【平成29年度提案
事業数】
４事業
【平成29年度実施
事業数】
２事業

協働事業提案制
度は単年度事業
であるため、市の
予算要求のスケ
ジュール上、次年
度以降担当課に
おける事業化には
結び付きにくい。

平成31年度提案
募集（平成30年度
実施）から複数年
度での提案が可
能となるよう関係
課と調整を行う。
また、制度への庁
内理解が不十分
であるため市民協
働推進員研修や
係長職対象研修
で周知を行う。

計画通り
に進んで
いる

平成31年度提案
募集（平成30年度
実施）から複数年
度での提案が可
能となるよう制度
の見直しを行っ
た。また、市民提
案型市民活動支
援事業助成金や
民間の助成金に
つなげるなど、より
一層効果的・効率
的な事業となるよ
う事前相談業務の
み指定管理者に
移行した。
【平成30年度提案
事業数】
5事業
【平成30年度実施
事業数】
3事業

平成31年度提案
募集（平成30年度
実施）から複数年
度での提案が可
能となったことか
ら、より一層制度
の周知と庁内理解
を推進する必要が
ある。
また、事前相談業
務を指定管理者に
移行したことから、
指定管理者の制
度への十分な理
解が必要である。

庁内へのより一層
の制度周知を図る
ため、市民協働推
進員研修や管理
監督職対象研修
で周知を行う。

協働推進係

24 協働推進課 全課

市が定めた地域課題に係る
テーマに基づき、協働事業の
実施を市に対して提案できる
制度について、より活用しや
すい制度となるよう検討し、充
実を図ります。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

次年度の実施に
向け、制度整備の
準備を行った。

制度のＰＲや募集
方法等、市民提案
型協働事業と併せ
て効果的に実施す
る。

計画通り
に進んで
いる

制度整備を行うと
ともに、市民提案
型協働事業と併せ
て事業の周知を実
施した。

各課からの提案
が少ない傾向にあ
るため、テーマの
募集時期等を含
め、改善を図る必
要がある。

募集時期の見直し
から着手し、改善
が見られない場
合、他の取組と連
動させるなどの検
討を行う。

計画通り
に進んで
いる

募集時期の見直し
を行うとともに協
働可能性調査に
おいて行政提案型
協働事業の活用
を呼び掛けるな
ど、提案数増加の
ための改善を行っ
た。
【平成29年度提案
事業数】
３事業
【平成29年度実施
事業数】
２事業

庁内からのテーマ
応募が少なく、提
案数も減少傾向に
ある。

市民協働可能性
調査で行政提案
型協働事業の活
用を促す。
また、市民協働推
進員研修や今年
度から実施する係
長職対象研修等
で周知する。

計画通り
に進んで
いる

募集時期の見直し
を行うとともに協
働可能性調査に
おいて行政提案型
協働事業の活用
を呼び掛けるな
ど、提案数増加の
ための改善を行っ
た。
【平成30年度提案
事業数】
1事業
【平成30年度実施
事業数】
1事業

庁内からのテーマ
応募が少なく、提
案数も減少傾向に
ある。

応募の回答様式
を見直すとともに
テーマ応募時に他
市事例の紹介など
積極的に活用を促
す。

協働推進係

25 協働推進課

各活動団体が、様々な主体と
の協働事業の実施を提案で
きる仕組みについて、検討
し、整備します。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

他市の事例を中
心に、情報収集を
行った。

平成２９年度の実
施に向け、調査・
研究を進める。

計画通り
に進んで
いる

平成29年度の実
施に向け、調査・
研究を行った。

費用等制度設計
に課題が生じたた
め、引き続き検討
を進める必要があ
る。

早期実現のため、
引き続き検討を進
める。

計画通り
に進んで
いる

市民活動センター
において、魅力的
な活動の発掘と、
立ち上げまもなく、
事業実施の経験
がない団体の育
成を目的に、「プ
ラッツと。」として事
業企画運営で協
働する団体等を公
募し、その実施に
向けて伴走サポー
トを行った。

市民活動センター
が「プラッツと。」で
中間支援組織とし
て提案団体の伴
奏サポートしていく
中で、様々な主体
の新たなつながり
が生まれている。
そのような動向を
踏まえて、市にお
いても引き続き検
討を行う。

計画通り
に進んで
いる

市民活動センター
において、魅力的
な活動の発掘と、
立ち上げまもない
事業実施の経験
がない団体の育
成を目的に、「プ
ラッツと。」として事
業企画運営で協
働する団体等を公
募し、その実施に
向けて伴走サポー
トを行った。

市民活動センター
が「プラッツと。」で
中間支援組織とし
て提案団体の伴
奏サポートしていく
中で、様々な主体
の新たなつながり
が生まれている。
そのような動向を
踏まえて、市にお
いても引き続き検
討を行う。

協働推進係

目標（２）市の事務事業に係る協働事業化の検討

26
政策課・財
政課・協働
推進課

全課

市の事務事業の協働の可能
性を検討するため、引き続き
協働可能性調査を実施しま
す。
また、調査結果を活用すると
ともに、事務事業評価制度や
政策会議などを通じ、新たな
協働事業の実施に係る提案
を促進します。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

各主管部課で実
施している事務事
業を協働の視点で
見直すことを目的
に、「協働可能性
調査」を実施した。

より多くの市民の
協働に係る理解
の促進を図るた
め、パイロット事業
に選定された事業
について、市ホー
ムページ等を活用
して積極的にＰＲ
していく。

計画通り
に進んで
いる

各主管部課で実
施している全事務
事業を協働の視
点で見直すことを
目的に、「協働可
能性調査」を実施
した。

協働可能性調査
の結果をもとに、
見直しの余地があ
る事業については
協働事業評価対
象事業とし、協働
で実施していない
事業については
「行政提案型協働
事業」の制度を活
用するよう呼び掛
けているが、より
主管課が積極的
に協働の可能性を
検討する仕組み
が必要である。

引き続き、調査項
目の見直しや、よ
り新たな協働事業
の実施に係る提
案が促進できるよ
う、改善を図って
いく。

計画通り
に進んで
いる

調査項目の見直し
を行い協働で実施
していない事業に
ついて行政提案型
協働事業の活用
に結びつけられる
よう、改善を図ると
ともに、調査方法
についても見直し
を行った。

協働で実施してい
ない事業について
は「行政提案型協
働事業」の制度を
活用するよう呼び
掛けているが、よ
り主管課が積極的
に協働の可能性を
検討する仕組み
が必要である。

引き続き、調査項
目の見直しを行い
協働可能性調査
を通じて主管課が
より積極的に新た
な協働事業の実
施に係る提案や
職員提案などの業
務改善に結びつけ
られるよう働きか
ける。

計画通り
に進んで
いる

調査項目の見直し
を行い協働で実施
していない事業に
ついて行政提案型
協働事業の活用
に結びつけられる
よう、改善を図ると
ともに、調査方法
についても見直し
を行った。

協働で実施してい
ない事業について
は「行政提案型協
働事業」の制度を
活用するよう呼び
掛けているが、よ
り主管課が積極的
に協働の可能性を
検討する仕組み
が必要である。

引き続き、調査項
目の見直しを行い
協働可能性調査
を通じて主管課が
より積極的に新た
な協働事業の実
施に係る提案や
職員提案などの業
務改善に結びつけ
られるよう働きか
ける。

協働推進係

推進方策８　協働を推進するための組織的な仕組みづくり

目標（１）協働事業の相談・提案に係る受付とマッチングに関するルールの整備

27 協働推進課

市民や各活動団体から、協働
事業の実施等について相談
や提案を受ける場合や、協働
事業の提案がなされた場合
のマッチングの仕組みなど、
協働事業に関する手順などを
示す庁内のルールについて
更なる周知を図ります。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

他市の事例を中
心に、次年度の整
備に向け、調査・
研修を実施した。

次年度の整備に
向けた具体的な検
討を進めていく。

計画通り
に進んで
いる

「提案型協働事業
募集要領」及び
「提案型協働事業
進め方ガイドブッ
ク」を作成した。

問合せが多い質
問をQ&Aとして掲
載するなど、引き
続き内容の充実に
取り組む。

計画通り
に進んで
いる

「提案型協働事業
募集要領」の作成
にあたり、問合せ
が多い質問をQ&A
として掲載するな
ど、引き続き内容
の充実を図った。

提案型協働事業
の事前相談業務
が市民活動セン
ターに移るため、
市民への周知や、
市民活動センター
に市の取組の方
向性を理解してい
ただく必要があ
る。

引き続き、問合せ
が多い質問の
Q&Aを更新するほ
か、市民活動セン
ターへの事前レク
や自治会回覧等
での周知を図る。

計画通り
に進んで
いる

「提案型協働事業
募集要領」の作成
にあたり、問合せ
が多い質問をQ&A
として掲載するな
ど、引き続き内容
の充実を図った。
また、市民活動セ
ンターと連携し、協
働事業提案制度
の周知のための
パンフレット「あな
たのやりたいを応
援するガイド」を作
成した。

引き続き、問合せ
が多い質問の
Q&Aを更新するほ
か、市民活動セン
ターと連携しなが
ら制度周知を図
る。

協働推進係

目標（２）協働の推進に資する体制づくり

28 協働推進課

協働事業の進捗状況等につ
いて、連絡調整を行うため、
協働事業を実施する関係部
署において構成する市民協
働推進委員会を設置するとと
もに、更なる活用を図ります。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

市民協働の推進
に係る各種事業
の実施結果の報
告や、意見交換等
を通して、連絡調
整を行った。
【開催回数】
３回

継続して当該委員
会を設置し、関係
部署との連絡調整
を行っていく。

計画通り
に進んで
いる

引き続き市民協働
の推進に係る各
種事業の実施結
果の報告や、意見
交換等を通して、
連絡調整を行うと
ともに、協働事業
評価対象事業の
抽出を行った。
【開催回数】
４回

各課において協働
を推進できるよう
な働き掛けについ
て、より意見をい
ただく必要があ
る。

継続して当該委員
会を設置し、関係
部署との連絡調整
を行っていく。

計画通り
に進んで
いない

引き続き市民協働
の推進に係る各
種事業の実施結
果の報告や、意見
交換等を通して、
連絡調整を行うと
ともに、協働事業
評価対象事業の
抽出を行った。
【開催回数】
２回

協働可能性調査
の実施時期の見
直し等により適切
なタイミングに開
催ができず、情報
交換の機会が
減ってしまった。

適切な時期に委
員会を開催し、よ
り効果的・効率的
に情報交換ができ
るよう取り組んで
いく。

計画通り
に進んで
いる

引き続き市民協働
の推進に係る各
種事業の実施結
果の報告や、意見
交換等を通して、
連絡調整を行うと
ともに、協働事業
評価対象事業の
抽出を行った。
【開催回数】
3回

各課において協働
を推進できるよう
な働き掛けについ
て、より意見をい
ただく必要があ
る。

継続して当該委員
会を設置し、関係
部署との連絡調整
を行っていく。

協働推進係

協働推進課 協働推進係

様々な主体による協働事業の提案
の仕組みの検討

行政提案型協働事業提案制度の
充実

市民提案型協働事業提案制度の
充実

市民協働推進員の設置

市の事務事業に係る協働事業化
の推進

市民協働推進委員会の設置

協働事業の相談・提案に係る受付
とマッチングに関するルールの周
知
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府中市市民協働推進行動計画（平成３０年度～令和３年度）　進行管理シート

進捗状況 実績 次年度へ向けた取組 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組 備考 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組 備考 進捗状況 実績 課題 次年度へ向けた取組

No 主管課推進方策・目標・施策 備考H30

進捗状況

H29H27関係課 H28
R2

事業内容

計画

R3H30 R1

29 協働推進課

協働の推進に係る取組の進
捗状況等について評価・検証
を行うとともに、基本方針や市
民協働推進行動計画の見直
し、条例制定等について調
査・研究を行うため、市民や
学識経験者等で構成する市
民協働推進会議を設置しま
す。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

協働事業等評価
制度の検討や、提
案型協働事業の
選定を実施。

【開催回数】
４回

平成27年度に構
築した評価制度に
基づき、協働事業
の評価作業を行う
とともに、引き続き
提案型協働事業
の選定を実施す
る。

計画通り
に進んで
いる

協働事業の評価
を行うとともに、提
案型協働事業の
選定を実施。

【開催回数】
５回

協働事業の評価
及び提案型協働
事業の選考のほ
か、平成29年度に
ついては、行動計
画の中間見直しと
協働の推進に関
する条例の要否を
含めた検討を行う
ため、限られた時
間の中で効果的な
会議運営が求めら
れる。

スムーズな会議の
運営となるよう、資
料を事前送付する
際に、次回会議の
論点のポイントを
記載するなど工夫
する。

計画通り
に進んで
いる

協働事業の評価、
提案型協働事業
の選定、行動計画
の中間見直し、協
働の推進に関する
条例の要否を含
めた検討を行っ
た。

【開催回数】
５回

評価項目の見直し
を含め、より効果
的・効率的にヒア
リングが実施でき
るよう検討する必
要がある。

ヒアリング及び評
価を効果的に行う
ことができるよう、
事前に委員より、
効果的な質問事
項の調査を行い共
有を行う。
また、条例の要否
を踏まえた検討に
当たり、都内の事
例を含めスムーズ
な会議の運営とな
るよう、資料を事
前送付する。

計画通り
に進んで
いる

協働事業の評価、
提案型協働事業
の選定、協働の推
進に関する条例の
要否を含めた検討
を行った。
また評価項目や
評価方法の見直し
の検討を行った。

【開催回数】
５回

より効果的・効率
的にヒアリングが
実施できるよう検
討する必要があ
る。

ヒアリング及び評
価を効果的に行う
ことができるよう、
実施方法の見直し
を検討する。

協働推進係

目標（３）政策形成過程への参画のための公募委員制度の拡充

30 政策課

市の施策の検討等を行う際
に、広く市民の意見を聞くた
め、附属機関等を設置する際
には、公募委員制度を積極的
に採用するとともに、より市民
が参画しやすいよう、制度を
拡充します。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いない

Ｈ27.4.1現在
50.0％（前年比-
5.56％）

公募委員が在籍
する附属機関等
の割合が増加す
るよう、関係課に
働きかけを行って
いく。

計画通り
に進んで
いない

H28.4.1現在
50.0％（前年比
0％）

専門的な知識、経
験を有する者を委
員とする場合や設
置期間が長い機
関については、改
善が困難である。

公募委員が在籍
する附属機関等
の割合が増加す
るよう、関係課に
働きかけを行って
いく。

計画通り
に進んで
いない

H29.4.1現在
46.3％（前年比-
3.7％）

専門的な知識、経
験を有する者を委
員とする場合や設
置期間が長い機
関については、改
善が困難である。

公募委員が在籍
する附属機関等
の割合が増加す
るよう、関係課に
働きかけを行って
いく。

計画通り
に進んで
いない

H30.4.1現在
44.9％（前年比-
1.4％）

専門的な知識、経
験を有する者を委
員とする場合や設
置期間が長い機
関については、改
善が困難である。

公募委員が在籍
する附属機関等
の割合が増加す
るよう、関係課に
働きかけを行って
いく。

政策課

推進方策９　協働事業の評価・検証の仕組の整備

目標（１）評価・検証の手法の検討・整備

31 協働推進課 全課

市民と市とが実施した協働事
業について、市民と市それぞ
れの立場から、整備をした評
価・検証の手法に基づき点
検・評価を行い、課題や改善
点を共有するとともに、具体
的な改善に取り組みます。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

協働事業等評価
制度に基づき評価
を実施し、評価結
果を事業実施者に
共有した。また、
庁内で報告すると
ともに、市ホーム
ページにおいて公
表した。

評価結果に基づく
改善点について把
握する必要があ
る。

評価対象事業に
ついて後追い調査
を実施するなど、
改善の取組を把
握する。

計画通り
に進んで
いない

協働事業等評価
制度に基づき評価
を実施し、評価結
果を事業実施者に
共有した。また、
庁内で報告すると
ともに、市ホーム
ページにおいて公
表した。

実績調査等の実
施時期の見直し等
により、評価対象
事業の後追い調
査について、事業
への反映等タイミ
ングを含めて検討
する必要があった
ため、未実施と
なった。

評価結果の公表と
あわせ、評価対象
事業について後追
い調査を実施し、
改善の取組を把
握する。

計画通り
に進んで
いる

評価結果の公表と
あわせ、評価対象
事業について後追
い調査を実施し、
改善の取組の把
握を行った。

引き続き、評価結
果の公表とあわ
せ、評価対象事業
について後追い調
査を実施し、改善
の取組を把握す
る。

協働推進係

協働推進課

推進方策１０　協働の取組を効果的に進めるための行動計画の策定及び条例の整備

目標（１）市民協働推進行動計画の進行管理の実施

32 協働推進課

市民協働を効果的に推進す
るため、社会経済情勢の変化
等を踏まえ、市民協働推進行
動計画の見直しを行います。

検討
完了（目
標を達
成）

平成２７年度、２８
年度の取組内容
の進捗を踏まえ、
市民協働推進会
議での検討及び、
パブリックコメント
を実施し、平成３０
年度から３３年度
までの期間の計画
を策定した。
【冊子】
300冊

協働推進係

33 協働推進課

市民協働の効果的な推進に
向けて、他自治体における先
進的な協働事例等について、
調査・研究を行います。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

他市との情報交換
会等を通して、先
進的な協働事例
等について調査・
研究を実施した。

継続して協働に関
する事例等の調
査・研究を行う。

計画通り
に進んで
いる

他市との情報交換
や研修等を通じ、
先進的な協働事
例等について、調
査・研究を実施し
た。

継続して協働に関
する事例等につい
て、調査・研究を
行う。

計画通り
に進んで
いる

他市との情報交換
や研修等を通じ、
先進的な協働事
例等について、調
査・研究を実施し
た。

継続して協働に関
する事例等につい
て、調査・研究を
行う。

計画通り
に進んで
いる

他市との情報交換
や研修等を通じ、
先進的な協働事
例等について、調
査・研究を実施し
た。

継続して協働に関
する事例等につい
て、調査・研究を
行う。

協働推進係

34 協働推進課

市民協働の進捗状況や成果
等を把握するとともに、効果
的な推進方策を検討し、市民
協働推進行動計画の見直し
等に反映するため、適宜、市
民や各活動団体、職員等に
対し、アンケート調査を実施し
ます。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
計画通り
に進んで
いる

「市政世論調査」
や、庁内の「協働
事業に関する実績
調査」、「職員意識
調査」等、各種調
査を実施した。

継続して各種アン
ケート調査等を実
施する。

計画通り
に進んで
いる

「市政世論調査」
や、庁内の「協働
事業に関する実績
調査」、「職員意識
調査」等、各種調
査を実施した。

回答しやすいよ
う、適宜調査票の
見直しを行うととも
に、継続して各種
アンケート調査を
実施する。

計画通り
に進んで
いる

「市政世論調査」
や、庁内の「協働
事業に関する実績
調査」、「職員意識
調査」等、各種調
査を実施した。

回答しやすいよ
う、適宜調査票の
見直しを行うととも
に、継続して各種
アンケート調査を
実施する。

計画通り
に進んで
いる

「市政世論調査」
や、庁内の「協働
事業に関する実績
調査」、「職員意識
調査」等、各種調
査を実施した。

回答しやすいよ
う、適宜調査票の
見直しを行うととも
に、継続して各種
アンケート調査を
実施する。

協働推進係

協働推進課

目標（２）市民協働の推進に関する条例の制定に係る調査・研究の実施

35 協働推進課

条例を制定している先行事例
について調査を行うとともに、
その要否を含め、条例制定の
課題等について研究します。

検討結果
に応じ対

応

検討結果
に応じ対

応

検討結果
に応じ対

応

検討結果
に応じ対

応

計画通り
に進んで
いる

全国813市のホー
ムページから、市
民協働の推進に
関する条例の制
定状況について調
査を実施した。

市民協働推進会
議において、検討
を行う。

計画通り
に進んで
いる

先進事例である、
長崎市への視察
を実施したほか、
協働に関する条例
制定市93市のう
ち、人口規模が同
程度の自治体9市
に調査を実施し
た。

引き続き、市民協
働推進会議にお
いて、検討を行う。

計画通り
に進んで
いる

市民協働推進会
議において、検討
を行い、後期基本
計画における各施
策の取組の協働
による成果をふま
え、改めて判断す
ることにした。

後期基本計画に
おける各施策の取
組の協働による成
果や他市事例に
注視していく。

協働推進係

附属機関等に係る公募市民枠の
拡充

市民協働推進会議の設置

市民協働の推進に関する条例の
制定に係る調査・研究の実施

協働に関する事例等の調査・研究
の実施

市民協働推進行動計画の見直し

市民協働推進会議の設置

協働に関する各種アンケート調査
等の実施

評価結果等の共有及び改善に向
けた取組の実施

市民協働推進会議（仮称）の設置
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